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ふ
る
さ
と
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自
然
に
感
謝
を
込
め
て

「黒山の昔穴遺跡」
国史跡指定へ
文化審議会が
文部科学大臣へ答申
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和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、大
久
保
村
長

が
村
長
に
就
任
し
て
初
め
て
の
定
例
会
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、議
会
初
日
の
本
会
議
で
所
信

表
明
演
述
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら
の
村
政
運
営
の

基
本
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
信
表
明
演
述
で
村
長
は
、「
総
合
発
展
計
画

を
基
本
と
し
な
が
ら
も『
対
話
と
信
頼・納
得
と
共

感
』の
政
治
姿
勢
の
下
、村
民
の
声
を
丁
寧
に
聴
き

な
が
ら
、三
現
主
義
の
徹
底
と
実
行
力
を
も
っ
て
、

掲
げ
た
四
つ
の
公
約
実
現（
３
㌻
掲
載
）に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
」と
し
、「
こ
れ
ま
で
本
村
で
行
わ

れ
て
き
た
良
い
制
度
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、足
り
な

い
と
こ
ろ
、見
直
し
を
す
べ
き
と
こ
ろ
は
大
胆
に
見

直
し
を
し
、全
て
の
村
民
が
九
戸
村
で
暮
ら
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
村
、夢
と
希
望
の
あ
る
む
ら
づ

く
り
に
取
り
組
む
」と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
13
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で

は
、ス
タ
ー
ト
し
た
大
久
保
村
長
の
具
体
的
な
村
政

へ
の
取
組
姿
勢
や
施
策
、来
年
度
に
統
合・新
設
さ

れ
る
九
戸
小
学
校
の
準
備
状
況
な
ど
に
質
問
が
集

中
し
ま
し
た
。（
一
般
質
問
を
12
㌻
か
ら
掲
載
）

人事

令和6年
第2回定例会本

会
議
で
所
信
表
明
演
述
を
行
う

大
久
保
村
長
＝
６
月
10
日

大久保村長（公約）
四つの重点施策

固定資産委員に
　漆原さんを選任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
に
漆
原
賢
治
さ
ん（
63
歳
・
山
屋
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
、令
和
９
年
８
月
４
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。同
委
員
会
は
、固
定
資

産
課
税
台
帳
登
録
事
項
に
関
す
る
不

服
の
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

漆
うるしばら

原 賢
け ん じ

治さん

「対話と信頼・ 納得と共感」の村政を進めたい。
大久保新村長が
所信を表明

一般質問に３人が登壇
スタートした大久保村政。
具体的な村政運営の方法、施策に
質問が集中

１
❶九戸地域診療センターの機能充実❷歯科診療の誘
致・確保❸村内介護サービス事業者等との連携によ
る介護職員の確保・育成❹ボランティアへの助成・育
成と連携等❺保育園の環境整備と子育て支援

2 「教育・文化・スポーツの振興と若者が定着
できる教育環境の整備」を進めます。

❶令和７年度の村内小学校統合に向けた取組❷小学
校統合後の小中一貫校または義務教育学校の設置構
想❸地元農産物使用など学校給食の充実❹保育サー
ビスの充実、仕事と子育て両立の支援❺村公民館と支
所機能の充実、村民憲章推進運動、社会教育・生涯学
習の振興❻スポーツ振興と体育施設の整備・利用促進
❼文化財保護、伝統文化継承、文化・芸術の発展

3 「基幹産業である農林業の振興と商工業な
どの地元経済の振興」を進めます。

❶食料自給率向上対策と農業振興策❷農業後継
者、担い手確保など後継者支援対策❸農地保全管
理や農業生産施設の共同施設管理の受け皿づくり❹
商工会等と連携した村中心部の整備と賑わいの創出
❺村の公共工事をできるだけ村内業者に発注❻第１
次産業に関連した農村型企業誘致と若者の地元雇用

4 「安心して暮らせる地域づくり・地震や災害
に備えた各方面での対策」を進めます。

❶消防団の機能の充実と村民の防災意識向上❷災
害ボランティアの養成❸防災・防犯・交通安全対策

「福祉の里づくり構想を進め、村民の暮らし
を守るとともに、保健・福祉・医療の充実」を
進めます。

　
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、６
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で

の
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。初
日
の
本
会
議
で
は
、

大
久
保
勝
彦
新
村
長
の
所
信
表
明
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
人
事
１
件
、補
正
予
算
２
件
で
、全
て
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
同
意・可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、任
期
を
迎

え
る
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、一
般
質
問
で
は
３
人

が
登
壇
し
、新
村
長
の
村
政
運
営
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※　上記は、大久保村長が所信表明演述で示した四つの公約
の項目です。所信表明演述全文は、村ホームページ掲載の
村議会会議録をご覧ください。
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議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

総会を開いて令和６年度の事業計画などを決定
＝４月16日、北部地区町村議会議長会

４月	
	16日	 北部地区町村議会議長会通常総会　～17日
	24日	 議会運営委員会
	 	 村議会議員全員協議会
５月	
	 ９日	 議会広報常任委員会
	20日	 カシオペア連邦議会議員協議会役員会
	21日	 全国町村議会議長会研修会　～22日
	23日	 令和６年第２回臨時会　本会議（議案審議）
	27日	 二戸地区広域行政事務組合議会臨時会
	28日	 九戸村村政調査会
	 	 議会広報常任委員会
	31日	 岩手県町村議会議員研修会
６月	
	 ３日	 議会運営委員会
	10日	 令和６年第２回定例会	本会議
	 	 （開会、村長所信表明演述、議案上程）　
	 	 各常任委員会、議員全員協議会、九戸村村政調査会
	13日	 令和６年第２回定例会　本会議（一般質問）
	 	 産業民生常任委員会
	14日	 令和６年第２回定例会　本会議（議案審議、閉会）
	25日	 九戸村村政調査会

村政調査会において「黒山の昔穴遺跡」の国
史跡指定などについて情報提供を受ける議員
＝６月25日

議長交際費を公表
月

お祝い・会費
件　数 金　額

４月 ０件 ０円
５月 ３件 １５,０００円
６月 ２件 １０,０００円

※ 議長交際費とは、議長が議会の対外的活動を
行うための経費です。

上村議員　産業民生常任委員に
　上村昇議員（４月14日執行の村議会
議員補欠選挙で当選）の所属する常任
委員会が、産業民生常任委員会に決定
しました。議員は、委員会条例の規定に
より、一つ以上の常任委員会に所属する
ことになっています。

常任委員の選任

第
２
回
定
例
会　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　一般財源とは、村税や
地 方 交 付 税 などのよう
に、使途が特定されてい
ない財源をいいます。

一般財源
とは

商工振興、小学校統合準備など
一般会計予算に１億6730万円追加

　第２回定例会で可決された一般会計補正予算（第２号）
は、予算総額に1億6730万6000円を追加し、49億9589
万7000円とするものです。歳入の内訳は、令和５年度繰
越金など一般財源が8888万5000円、国県支出金7522
万8000円、村債290万円などとなっています。

▼ 一般会計補正予算の歳出では、地方創生臨
時交付金を財源とする定額減税補足給付金と
低所得世帯等支援給付金、一般財源では九戸
村商工会が実施する各種消費喚起事業への補
助金、来年４月に開校する九戸小学校の校舎と
して使用する伊保内小学校の教室改修やエア
コン設置費用などが追加されました。

－追加された主な歳出予算－
・定額減税補足給付金 ………… 5400万円
・低所得世帯等支援給付金 …… 1750万円
・伊保内小学校整備事業 ……… 1368万円
・村マイクロバス購入費 ………… 1139万円
・商工業振興対策基金積立金 … 1000万円
・プレミアム商品券事業補助金 ……300万円
・プレミアム付食事券事業補助金 … 200万円
・消費喚起事業補助金 ……………300万円
・ふれあい広場遊具更新 …………567万円
・甘茶工場乾燥機更新 …………… 317万円
・農業生産基盤整備事業補助金 … 132万円
・給食施設運営業務委託料増額 … 165万円

ー 令和５年度繰越明許費繰越計算書の報告 ー
　繰越明許費について、令和６年度に繰り越された
実際の経費の報告が、次のとおりありました。

事　業　名 繰越額
電話システム改修事業 60 万円
窓口環境改善事業 70 万円
デマンド交通運行事業 1682 万円
戸籍情報システム等改修事業 1027 万円
農道改良事業 1210 万円
道路維持修繕事業 8845 万円
公共土木施設災害復旧事業 2 億 9771 万円

▼戸田財産区特別会計補正予算（第１号）
　予算総額に16万6000円を追加し、593万7000
円としました。内容は、財産管理用の消耗品費を
増額するものです。

　
７
月
14
日
で
任
期
満
了

と
な
る
村
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
と
同
補
充
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
に
は
、

本
堂
正
典
さ
ん（
62
歳・山

根
）、千
葉
利
夫
さ
ん（
77

歳・伊
保
内
上
）、稲
森
雅

夫
さ
ん（
67
歳
・
長
興
寺

上
）、七
戸
幸
一
さ
ん（
67

歳・細
屋
）が
選
ば
れ
ま
し

た
。選
挙
管
理
委
員
会
は

４
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、村
議
会
の
議
員
に
よ

る
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

ま
た
、委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
の
補
充
員
の

選
挙
も
行
わ
れ
、下
村
美

江
子
さ
ん（
補
充
の
順
位

第
１
位
）、七
戸
定
一さ
ん

（
同
第
２
位
）、三
春
正
一

さ
ん（
同
第
３
位
）、坂
本

浩
樹
さ
ん（
同
第
４
位
）が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、い
ず
れ
も
令

和
10
年
７
月
14
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

本
ほ ん ど う

堂 正
ま さ の り

典さん 千
ち ば

葉 利
と し お

夫さん

稲
い な も り

森 雅
ま さ お

夫さん 七
し ち の へ

戸 幸
こ う い ち

一さん

選挙

選
挙
管
理
委
員

━ 

４
人
を
選
任 

━ 

村政調査会
　
６
月
25
日
の
村
政
調
査
会
の
場
で
、村
教
育
委
員

会
か
ら
本
村
の「
黒く

ろ
や
ま山

の
昔む

か
し
あ
な穴

遺
跡
」が
、国
の
文
化

審
議
会
か
ら
国
史
跡
指
定
の
答
申
を
受
け
た
と
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。指
定
の
官
報
告
示
は
９
、10
月

ご
ろ
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
紙
表
紙
で
紹
介
し
た
江
刺
家
小
学
校
の
活
動
を

は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
取
り
組
み
や
努
力
に
よ
り

良
好
に
保
存
さ
れ
て
き
た

宝
物
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、村
の
活
性
化

に
ど
う
位
置
付
け
て
い
け

ば
よ
い
の
か
、村
議
会
と
し

て
も
皆
さ
ん
と
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
山
の
昔
穴
遺
跡

国
史
跡
指
定
へ
文化審議会
答　　　申

遺跡にある竪穴住居跡
の「くぼみ」に残る雪

令和6年度会計

くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈4〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈5〉



●
人
口
減
少
と
財
政
難 

　

昭
和
25
年
に
約
７
０
０
０
人

の
人
口
は
、平
成
27
年
10
月
の
国

勢
調
査
で
は
２
３
５
３
人
。高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
、高
校
卒

業
後
は
ほ
と
ん
ど
が
島
か
ら
離

れ
、出
生
数
も
10
人
前
後
と
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。ま
た
、公
共
事
業
頼
み
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
結
果
、

財
政
力
以
上
に
地
方
債（
借
金
）

残
高
が
膨
ら
み
、ピ
ー
ク
の
平
成

13
年
度
末
で
１
０
１・５
億
円
に

及
ん
だ
。

●
離
島
の
果
敢
な
挑
戦

　

日
本
海
の
隠
岐
諸
島
に
位
置

す
る
小
さ
な
島「
海
士
町
」は
、

本
土
か
ら
遠
く
離
れ
た“
離
島
”

の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
、「
超
過

疎
、超
少
子
高
齢
化
、超
財
政
悪

化
」に
。こ
こ
か
ら
自
ら
の
生
き

残
り
を
か
け
て
、果
敢
な“
挑
戦
”

が
始
ま
っ
た
。

　

平
成
16
年
３
月「
海
士
町
自

立
促
進
プ
ラ
ン
」を
策
定
。ま
ず

財
政
再
建
の「
守
り
」と
町
発
展

の
た
め
産
業
振
興
の「
攻
め
」の

両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。 

●
生
き
残
り
の「
守
り
」

　
「
自
ら
の
身
を
削
ら
な
い
改
革

は
支
持
さ
れ
な
い
」と
い
う
町
長

の
信
念
の
下
、大
幅
な
給
与
カ
ッ

ト
を
断
行
。町
三
役
の
給
与
50

～
40
％
カ
ッ
ト
、職
員
給
与 

30
～

16
％
カ
ッ
ト
、平
均
22
％
減
と
な

り
、日
本
一
安
い
給
料
と
な
っ
た
。

議
員
や
教
育
委
員
も
40
％
、自

治
会
長
に
当
た
る
区
長
も
10
％

削
減
、人
件
費
全
体
で
２
億
円

の
経
費
を
削
減
し
た
。ま
た
、職

員
か
ら「
た
だ
カ
ッ
ト
す
る
だ
け

で
は
夢
が
な
い
」と
、そ
の
一
部
を

子
育
て
支
援
に
活
用
し
た
。

●
住
民
た
ち
に
変
化
が

　

住
民
か
ら「
職
員
が
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
、老
人
の
バ
ス
料
金

半
額
を
一
般
並
み
に
」「
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
へ
の
補
助
金
は
要
ら
な

い
」な
ど
の
声
が
出
始
め
た
。行

財
政
改
革
や
地
域
づ
く
り
を
応

援
し
た
い
と
寄
附
も
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

●
産
業
振
興
の「
攻
め
」

　
島
が
生
き
残
る
た
め
、産
業
振

興
策
を
展
開
。「
攻
め
」と
は
、地

域
資
源
を
生
か
し
、第
一
次
産
業

の
再
生
で
島
に
産
業
を
作
り
、島

に
人（
雇
用
の
場
）を
増
や
し
、外

貨
を
獲
得
し
て
、島
を
活
性
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。ま
ず
は「
現
場
第

一
主
義
」に
組
織
を
再
編
、ニ
ー

ズ
を
肌
で
感
じ
、そ
の
声
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
す
た
め
だ
。

―
島
民
の
誇
り「
海
」―

　

第
１
弾
は
島
の
食
文
化
を
商

品
化
し
た「
島
じ
ゃ
常
識
！
さ

ざ
え
カ
レ
ー
」が
登
場
。年
間
約

３
万
個
を
販
売
す
る
ヒ
ッ
ト
商
品

に
。第
２
弾
は「
隠
岐
海
士
の
い

わ
が
き・春
香
」。Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
と

地
元
漁
師
が
協
力
し
季
節
限
定

の
商
品
と
し
て
、販
路
を
拡
大
し

た
。第
３
弾
は
海
士
の
漁
師
の
食

卓
を
そ
の
ま
ま
届
け
る「
Ｃ
Ａ
Ｓ

（
＝C

ells A
live System

の

略
）シ
ス
テ
ム
」。豊
富
な
海
産
物

に
磁
場
を
か
け
て
振
動
さ
せ
る
こ

と
で
、細
胞
組
織
を
壊
す
こ
と
な

く
凍
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
鮮
度
の
保
持
を

可
能
と
し
た
。

―
島
民
の
誇
り「
潮
風
」―

　
牛
を
放
牧
し
て
い
る
牧
草
地
に

は
年
中
、ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
塩
分

を
含
ん
だ
潮
風
が
吹
き
上
が
って

い
る
。そ
れ
を
取
り
込
む
隠
岐
・

海
士
の
牛
は
お
い
し
く
、病
気
に

も
強
い
と
言
わ
れ
る
。公
共
事
業

の
減
少
か
ら
建
設
業
者
が「
有

限
会
社
隠
岐
潮
風
フ
ァ
ー
ム
」を

設
立
し
農
業
に
参
入
、精
力
的

に
勉
強
を
重
ね
た
。そ
の
結
果
、

繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
島
内
で
飼

育
さ
れ
た「
島
生
ま
れ
、島
育
ち
、

『
隠
岐
牛
』」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

成
功
し
た
。

―
島
民
の
誇
り「
塩
」― 

　

男
性
の
実
演
を
き
っ
か
け
に
、

薪
を
く
べて
平
釜
で
煮
炊
き
す
る

「
塩
作
り
」が
広
が
っ
た
。今
で

は
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
す
る
若
者
も

出
て
く
る
な
ど
、新
た
な
商
品
開

発
への
担
い
手
が
増
え
て
い
る
。

●
高
校
入
学
者
の
確
保

　

海
士
町
に
あ
る
島
根
県
立
隠

岐
島
前
高
校
は
、少
子
化
の
影

響
を
受
け
、平
成
９
年
の
77
人
の

入
学
者
が
平
成
20
年
に
は
１
ク

ラ
ス
の
28
人
ま
で
激
減
。統
廃
合

の
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、高

校
の
魅
力
化
を
図
っ
た
。難
関
大

学
に
も
進
学
で
き
る「
特
別
進
学

コ
ー
ス
」、公
営
塾「
隠
岐
國
学

習
セ
ン
タ
ー
」、寮
費
食
費
を
補

助
す
る「
島
留
学
」な
ど
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、平
成
24
年
度
か

ら
２
ク
ラ
ス
に
復
活
、入
学
者
が

59
人（
う
ち
島
外
23
人
）と
倍
増

し
た
。

●
な
い
も
の
は
な
い
！

　

海
士
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク「
な
い

も
の
は
な
い
」の
文
字
に
は「
な

く
て
よ
い
。大
切
な
も
の
は
す
べ

て
こ
こ
に
あ
る
。な
け
れ
ば
作
れ

ば
い
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
は
全
国
の
注
目
を
集

め
、平
成
16
年
か
ら
令
和
３
年

11
月
末
の
18
年
間
で
移
住
者
は

８
７
３
人
、人
口
の
約
18
％
を
占

め
て
お
り
、町
の
人
口
は
増
加
に

転
じ
た
。

　
町
政
の
経
営
指
針「
自
立・挑

戦・交
流
×
継
承
・団
結
」の
下
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

 視察先市町村 

視
察
報
告

九戸村議会議員行政視察調査
―地域の課題解決と魅力づくりを学ぶ―

海士町の菱浦港の前で

島根県

離
島
か
ら
の
守
り
と
攻
め
の
挑
戦

海
士
町

 

あ
ま
ち
ょ
う

視察先のデータ
区　　分 海士町 琴浦町 雲南市

まちづくりの
特色

「自立促進プラン」による行
政コストカット

「島まるごとブランド化」を
目指したまちづくり

2024年版住みたい田舎ベスト
ランキング２年連続１位

小規模多機能自治のフロン
トランナー

視察の調査事項

自立のまちづくり
地場産業・地域ブランドの振興
隠岐島前高校の生徒確保
の取組み

子育て支援
空き家対策
移住者支援

小規模多機能自治の取組み
移住・定住対策

市
町
村
の
概
要

人 口（ 住 基 ） 2,233人（４月末） 16,006人（４月末） 34,772人（４月末）

世 帯 数 1,295世帯（４月末） 6,496世帯（４月末） 13,583世帯（４月末）

面 積 33.43ｋ㎡ 139.97ｋ㎡ 553.18k㎡
一般会計予算 

（６年度当初） 100億円 125億2,600万円 329億3,000万円

うち議会費 5,175万円 1億831万円 1億8,700万円

議 員 定 数 10人 16人 19人

現 議 員 数 男８人・女２人 男15人・女１人 男15人・女２人

海士町

島根県
鳥取県
琴浦町

雲南市

　

九
戸
村
議
会
で
は
、「
全
国
的

に
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
し
た

人
口
減
少
社
会
が
急
速
に
進
行
す

る
中
、自
立
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
、地
場
産
業
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

振
興
、移
住
定
住
支
援
策
な
ど
直

面
す
る
諸
課
題
に
対
し
、解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
と
地
域
の
魅
力

化
づ
く
り
を
ど
う
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
」を
テ
ー
マ
と
し
、７

月
に
視
察
調
査（
議
員
10
人
参
加
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、先
進
的
施
策
で
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
３
市

町
。そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
待
つ

地
域
資
源
の
活
用
や
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、現
場

で
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
関
係
者

か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
感
じ
た
こ
と
は
、

ど
の
自
治
体
も
移
住
定
住
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、着
実
に
成

果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
。ま
た
、地

域
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

学
び
得
た
優
良
事
例
を
今
後
の
村

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
を
村
民

の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ここに注目!!

　海士町は、地域資源を
生かした産業創りと若者
を気軽に受け入れ、定住
できる取り組みをしてい
た。村でも多品目の農産
物や美しい自然を生か
して、移住人口増につな
げたいと思いました。

久保えみ子 議員

　視察を対応したのは、
若者達で作る会社で、町
の広報、企画を行い自由
な発想を取り上げてもら
い、仕事ができるとのこ
と。トップダウンだけで
なく多くの話や発想を取
り上げることが、村政に
必要だと感じた。

渡　 保男 議員

　視察先が海士町に決
まった後、偶然にもＮＨＫ
の新プロジェクトX破綻
寸前からの総力戦と題
した番組を見てすばらし
い町だと思った。「百聞
は一見に如かず」自治の
原点を見た。

坂本 豊彦 議員

　「自分たちの島は自分
たちで守る」という気概
で、住民・行政・議会が危
機意識を共有し、行財政
改革を進めており、学ぶ
べき点が数多くあった。
今後の村づくりに生かし
ていきたい。

桂川 俊明 議長

島の現場スタッフとの対話島の現場スタッフとの対話

くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈6〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈7〉



　
雑
誌「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

掲
載
の「
２
０
２
４
年
版
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

※
」２
年
連
続
全
国
１
位（
人

口
１
万
人
以
上
の
ま
ち
の
部
）

を
受
賞
。部
門
ご
と
に
は「
子

育
て
世
代
」「
シ
ニ
ア
世
代
」

が
第
１
位
、「
若
者
世
代
」が

第
２
位
で
あ
る
。

　

評
価
の
点
と
し
て「
新
た

な
人
口
減
少
対
策
で
あ
る
関

係
人
口
の
創
出
」「
若
手
を

中
心
と
し
た
街
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
」「
官
民
連
携
し

た
移
住
者
支
援
」「
県
外
移

住
人
口
は
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で

１
４
９
％
増（
Ｒ
２
→
Ｒ
４
）」

な
ど
。

●
農
業
や
漁
業
が
元
気

　

海
と
山
に
囲
ま
れ
、自
然

や
歴
史
、観
光
資
源
が
豊
富

な
町
で
あ
る
。ゆ
え
に
農
業
、

酪
農
、漁
業
が
盛
ん
で
、農
業

産
出
額
13
億
円
ほ
ど
で
全
国

１
７
１
９
市
町
村
中
１
７
３

位
、本
村
の
１・５
倍
の
産
出

額
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、

製
造
業
や
建
設
業
も
多
い
こ

と
か
ら
、移
住
者
の
働
く
場

所
も
見
つ
け
や
す
い
産
業
構

造
と
な
って
い
る
。

●
移
住
者
特
徴
に
変
化

　

田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

掲
載
以
前
は
、「
高
校
卒
業

を
機
に
進
学
や
就
職
等
ほ
と

ん
ど
が
近
畿
地
方
や
中
四
国

地
方
へ
移
住
」「
定
年
退
職

さ
れ
た
方
が
出
身
地
の
琴
浦

町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
」が
多
か
っ
た

が
、掲
載
以
後
は「
若
者（
20

―
40
代
）の
移
住
者
が
全
体

の
80
％
ほ
ど
に
増
加
」「
Ｉ

タ
ー
ン
の
増
加
」「
近
隣
地

方
だ
け
で
な
く
、関
東
方
面

の
移
住
者
の
増
加
」と
変
化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
移
住
窓
口
を
一
本
化

　

総
務
課
や
企
画
政
策
課
、

税
務
課
が
所
管
し
て
い
た
支

援
策
を
、令
和
５
年
度
か
ら

企
画
政
策
課
へ一
本
化
を
図

り
、移
住
者
や
住
民
か
ら
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
組
織
を

再
編
。窓
口
を
統
一
す
る
こ
と

に
よ
り
手
続
き
の
利
便
性
や

効
率
性
が
向
上
、補
助
制
度

も
大
き
く
見
直
し
た
。

　

ま
た
、移
住
デ
ー
タ
の
分

析
、ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、新
規

移
住
者
の
獲
得
と
流
出
防

止
に
特
化
し
た
補
助
金
を
開

始
。移
住
体
験
施
設「
お
た
め

し
住
宅（
最
長
１
カ
月
）」も

完
備
し
て
い
る
。

●
内
覧
可
空
き
家
ナ
ビ

　

空
き
家
ナ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、町
全
体
の
空
き
家

７
２
８
件
中
１
９
４
件
が
登

録
、そ
の
約
75
％
に
当
た
る

１
４
５
件
が
成
約
し
て
い
る
。

空
き
家
ナ
ビ
に
は
３
６
０
度

カ
メ
ラ
を
導
入
し
、外
観
は
も

ち
ろ
ん
、オ
ン
ラ
イ
ン
内
覧
を

実
現
。空
き
家
の
各
部
屋
、庭

な
ど
が
画
面
上
で
細
か
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

●
子
育
て
支
援
も
充
実　

　

琴
浦
町
は
、子
育
て
世
帯

の
共
働
き
率
が
高
い
こ
と
か

ら
、保
護
者
が
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
、こ
ど
も
園・保
育

園
、小
学
校
区
ご
と
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
。世

帯
の
第
２
子
以
降
の
保
育

料
・
副
食
費
を
無

償
化
し
、子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
、乳
幼

児
期
の
家
庭
保
育

の
希
望
を
か
な
え

る
た
め
、給
付
金
を

支
給
し
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
や
、地
域

人
材
を
生
か
し
、子

育
て
を
支
援
で
き

る
人
と
支
援
を
受
け
た
い
人

を
つ
な
ぐ「
ファ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
」事
業
な
ど
、地
域
で
の
子

育
て
支
援
を
推
進
し
、妊
娠
前

か
ら
子
ど
も
の
高
校
卒
業
や

就
職
時
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
。

●
惑
星
コ
ト
ウ
ラ
と
は

　
若
手
役
場
職
員
に
よ
る
他

課
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
。有
志
で
結
成
さ
れ
、柔
軟

な
ア
イ
デ
ア
で
、情
報
発
信
や

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
、チ
ャ
レ
ン

ジ
を
行
って
い
る
。

鳥取県

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
２
年
連
続
１
位

琴
浦
町

 

こ
と
う
ら
ち
ょ
う

ここに注目!!

　鳥取県琴浦町の移住定
住政策では、若者移住者を
積極的に受け入れ、地域の
活性化を図っている。住宅
支援やイベントの開催など
魅力的な環境を整備し、人
口対策を推進している。 上村　 昇 議員

※ 住みたい田舎ベストランキング＝「魅力的な移
住先」を探るべく、全国の市町村を対象に、編集部
の独自アンケートを実施。人口規模、世代、エリア
などの切り口でランキングを集計し、多くの市町
村の魅力を伝えるもの。毎年、移住先を検討する
上でのトリガー（きっかけ）として注目されるととも
に、ネット、テレビ、新聞などで紹介され、大きな反
響がある。2024年は、全国５８７市町村が参加。

　移住者に対して、行政、
企業が一体となり住居、仕
事、子育て等の支援を充実
させることにより若者の移
住が増え、人口増加、空き
家の減少に繋がっているこ
とが参考になりました。 岩渕 智幸 議員

　琴浦町では、地域の担い
手不足の深刻化に伴い、
地域と多様に関わる「関係
人口」の創出が効果的と考
え、その取り組みに力を入
れている。村でもぜひ関係
人口の創出をもっと進めて
いきたい。 保大木信子 議員 琴浦町役場での研修風景琴浦町役場での研修風景

●
小
規
模
多
機
能
自
治

　
自
治
会
や
町
内
会
だ
け
で
な

く
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

等
が
ま
と
ま
り
、自
主
的・自
律

的・包
括
的
に
地
域
課
題
の
解

決
を
行
う
小
規
模
多
機
能
自

治
。こ
れ
を
担
う
の
が
地
域
自

主
組
織
で
あ
る
。平
成
17
年
か

ら
19
年
に
か
け
て
、お
お
む
ね

小
学
校
区
ご
と
に
設
立
さ
れ
、

市
は
活
動
拠
点
の
整
備
や
人

的
・
財
政
的
支
援
に
よ
り
、側

面
か
ら
支
え
る
。44
組
織
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、現
在
は
30
組

織
が
活
動
。人
口
や
面
積
の
規

模
と
は
関
係
な
く
地
縁
的
な
つ

な
が
り
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　
雲
南
市
は
、地
域
自
治
の
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
全
国

の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

●
自
治
体
役
割
に
限
界

　
雲
南
市
は
平
成
16
年
11
月
、

６
町
村
に
よ
る
新
設
合
併
で
誕

生
。１
９
７
０
年
代
に
５
万
人

を
超
え
て
い
た
人
口
は
現
在
で

は
３
万
５
千
人
を
割
り
込
む
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は

今
後
も
続
く
見
込
み
で
、高
齢

化
率
約
40・１
％（
令
和
２
年
）

は
、全
国
平
均
よ
り
20
年
は
先

ん
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

の
進
展
は
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
を
難
し
く
す
る
上
、合
併

に
よ
り
、住
民
に
と
っ
て
行
政

が
物
理
的
に
遠
く
な
る
と
と

も
に
、行
政
側
も
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
一
律

公
平
な
運

営
だ
け
で
は

住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
き
れ

な
い
。

　

一
方
で
、

過
疎
化
に

よ
っ
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
弱
く

な
り
、自
治

会
・
町
内
会

だ
け
で
は
地

域
の
お
祭
り
や
共
同
作
業
の

維
持
が
難
し
く
な
る
問
題
も

生
じ
て
く
る
。

●
自
治
組
織
へ
の
支
援

　

地
域
自
主
組
織
の
活
動
拠

点
は
、各
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
。各
地
域
自
主
組
織
が
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営

し
、セ
ン
タ
ー
職
員
も
直
接
雇

用
す
る
。

　
市
は
財
政
支
援
と
し
て「
地

域
づ
く
り
活
動
等
交
付
金
」を

交
付
。人
口
や
高
齢
化
率
、面

積
な
ど
を
勘
案
し
て
配
分
額

を
決
め
、平
均
１
地
域
自
主
組

織
当
た
り
年
間
１
千
万
円
程

度
、こ
の
中
か
ら
、職
員
の
人

件
費
も
支
払
わ
れ
て
い
る
。

●
地
域
円
卓
会
議
方
式

　

平
成
25
年
度
か
ら
本
格
ス

タ
ー
ト
し
た
地
域
円
卓
会
議
。

防
災
、地
域
福
祉
、生
涯
学
習・

社
会
教
育
と
い
っ
た
分
野
別

に
、市
の
職
員
、議
員
、各
地
域

自
主
組
織
の
担
当
部
門
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
り
、意
見
交
換
を
行

う
。「
参
加
人
数
は
話
し
や
す

い
規
模
」「
行
政
と
住
民
が
対

等
」「
原
則
公
開
」な
ど
が
ル
ー

ル
。市
は
、会
議
で
出
さ
れ
た

意
見
を
で
き
る
だ
け
施
策
に
反

映
す
る
よ
う
努
め
る
。

●
移
住
定
住
へ
の
取
組

　

定
住
支
援
ス
タ
ッ
フ
制
度

を
設
け
、総
合
窓
口
と
し
て
定

住
企
画
員
及
び
定
住
推
進
員

を
配
置
。過
去
８
年
分
の
実
績

は
、相
談
件
数
４
０
７
０
件
で

定
住
人
数
は
１
５
３
０
人
で
あ

る
。空
き
家
登
録
件
数
５
１
９

件
で
、成
約
数
は
約
２
６
３

件
。平
成
23
年
に
空
き
家
バ
ン

ク
が
本
格
的
に
開
始
、雲
南
不

動
産
協
力
会（
仲
介
業
者
13

社
）が
、市
と
連
携
し
相
談
対

応
や
現
地
案
内
を
行
う
。

　

定
住
情
報
サ
イ
ト「
ほ
っ
こ

り
雲
南
」を
立
ち
上
げ
、子
育

て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報

発
信
。ま
た
、市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
出
さ
れ
た「
子
連
れ
オ

フ
ィ
ス
」を
開
所
、子
育
て
と

仕
事
の
両
立
に
向
け
た
支
援

を
行
う
。

島根県

小
規
模
多
機
能
自
治
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

雲
南
市

 

う
ん
な
ん
し

ここに注目!!

　移住定住スタッフ３名が専
属で対応していて、オーダー
メイド型の体験プログラムを
提供し、各補助金制度を複合
的に組み合わせ、多方面か
ら充実した対応しているとこ
ろが素晴らしいと思います。 大﨑 優一 議員

　お節介でやさしいまち雲南
市は、地域自主組織によるま
ちづくりに取り組み、人口の
社会増への挑戦を続けてい
た。一人ひとりの力を発揮さ
せるため、「一世帯一票では
なく一人が一票、参加だけで
なく参画」の考え方が特徴。

川戸 茂男 議員

　雲南市の小規模多機能
自治の町づくり行政支援の
事務局体制充実を図り、交
流センターを拠点に市民と
議会、行政が協働の町づく
りを進め、地域課題解決に
取り組むため、地域円卓会
議を開催している。 古舘　 巖 議員

積極的に情報交換を行う議員積極的に情報交換を行う議員

地域自主組織の組織体制・拠点施設

小規模多機能自治組織と自治会等の違い

～概ね小学校区～

地域の経営体（住民自治のプラットホーム）
地域課題を、住民自らが、事業化して解決！

地区計画(5か年程度）
に基づく事業を展開

会長

副会長
監査
機関

理事会等 常設
事務局

○
○
部
会

○
○
部
会

○
○
部
会

○
○
部
会

住民・各種団体

持続性可能の確保 歴史・文化 安心・安全

人
材
確
保

人
材
育
成

施
設
管
理

農
林
業

観
光・交
流

地
域
史
学
習

伝
統
文
化
継
承

防
災・防
犯

地
域
交
通

健
康
づ
く
り

介
護
予
防

子
育
て

買
い
物
支
援

除
雪

各
種
サ
ー
ビ
ス

地
域
課
題

市内全域に30組織
1地域あたり
　200人弱
　～6000人程度
（平均約1350人）

「交流センター」30か所
・公民館を転換（H22）
・組織の活動拠点

【まとめ】
・どっちが大事か、ということではなく、どちらも大事。
・基本的に、自治会等はその区域内、小規模多機能自治組織はその区域内での活
動が基本となり、一般的優先度は補完性の原則による。

小規模多機能自治組織 自治会・町内会・区
・より広域的な区域
・一人一人が中心（総合力）
・行事よりも活動が多い
　（課題解決志向）
・スケールメリットを発揮できる
・常勤スタッフ体制がある

・自治会等の区域
・世帯主が中心
・活動よりも慣習的行事が多い

・より身近なので、まとまりやすい
・常勤スタッフ体制はない

視
察
報
告

くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈8〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈9〉



川向集落施設の新築工事川向集落施設の新築工事

二戸九戸線最終便に乗車する二戸九戸線最終便に乗車する
高校生＝鹿島バス停高校生＝鹿島バス停

◆第2回臨時会／こんなことが決まりました

予算

第
２
回
臨
時
会　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一 般 会 計

総額１億1416万円を追加
二戸九戸線最終便のバス運行に419万円など

　
第
２
回
臨
時
会
で
は
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
予
算
に
１
億
１
４
１
６

万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

48
億
２
８
５
９
万
１
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。併
せ
て
、地
方
債
の
補
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
通
学
生
徒
輸
送
業
務

委
託
料
４
１
９
万
円
が
措
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
利
用
者
の
減
少
な
ど

か
ら
、
乗
合
バ
ス
「
二
戸
九
戸
線
最

終
便
（
往
復
）
」
を
５
月
末
で
廃
止

す
る
意
向
が
バ
ス
事
業
者
か
ら
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
村
が
通
学
の
足
と

な
っ
て
い
る
同
便
の
運
行
業
務
を
委

託
し
て
維
持
す
る
も
の
で
す
。

　第２回臨時会は５月23日に開かれ、村長から提
出のあった専決処分の報告10件、議決事件２件、
補正予算２件を審議。全ての議案を、全会一致で原
案のとおり承認・可決しました。

　

宇
堂
口
水
源
の
膜
ろ
過

設
置
工
事
費
の
増
額
に
よ

り
資
本
的
支
出
の
予
定
額

に
２
２
９
１
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
、総
額
３
億

１
４
１
６
万
２
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。収
入
に

つ
い
て
は
、同
工
事
の
財
源

と
し
て
企
業
債
の
利
用
を

予
定
し
て
い
た
も
の
を
、一

般
会
計
出
資
金
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ　
当
初
予
算
で
は
、企

業
債
を
予
定
し
て
い
た
。

出
資
金
に
変
更
し
た
の
は
、

借
り
入
れ
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
な
の
か
。

Ａ
　
企
業
債
で
は
全
額

の
償
還
と
な
る
が
、水
道

事
業
会
計
に
出
資
を
行
う

た
め
一
般
会
計
で
出
資
債

を
借
り
た
場
合
に
は
、元

利
償
還
金
の
㆒
部
が
地
方

交
付
税
措
置
さ
れ
る
。村

全
体
の
財
政
で
考
え
た
場

合
、出
資
債
を
借
り
て
、出

資
し
て
も
ら
う
方
法
が
有

利
だ
と
判
断
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
だ
。

水
道
事
業

膜
ろ
過
工
事
を

２
２
９
１
万
円
増
額

令和６年度一般会計補正予算（第1号）
・追加された主な歳出予算・

・上水道安全対策（宇堂口水源膜ろ過設置）事
業 出資金 ………………………… 8920万円

・新型コロナワクチン接種費補助金等返還金
　……………………………………… 1731万円
・通学生徒輸送業務委託料 ………… 419万円
・地域みらい留学宿舎利用料 ………… 159万円

※　歳入の内訳は、国県支出金が94万6000円、
地方債8920万円、財政調整基金の取り崩しが
2402万1000円となっています。

通学にバスを利用している伊保内高校の（左から）
長山璃琥さん、欠端永遠さん、佐藤真宏さん　

川
向
集
落
施
設
の
新
築

工
事
を
株
式
会
社
丹
野
組

（
二
戸
市
）と
７
９
２
０
万

円
で
請
負
契
約
す
る
こ
と

を
議
決
し
ま
し
た
。　

　

同
施
設
は
、木
造
平
屋

建
て・
延
床
面
積
２
５
２・

21
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
川

向
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
機
能
の
強
化
な
ど
を

目
的
に
建
築
さ
れ
ま
す
。

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
に

係
る
和
解
及
び
こ
れ
に
伴

う
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
の
議
決

　
損
害
賠
償
請
求
事
件
に

つ
い
て
、和
解
す
る
こ
と
と

損
害
賠
償
の
額
を
議
決
し

ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
の
額

　
２
万
２
４
４
０
円

・
事
件
の
概
要　
村
道
舗

装
面
に
あ
っ
た
陥
没
の

上
を
走
行
し
た
こ
と
に

よ
る
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
。

圓通寺

九戸村
斎場

村営住宅
川向団地

川向行政区 瀬
月
内
川

川向集落
施設

　
専
決
処
分
を
行
っ
た
令

和
５
年
度
補
正
予
算
５
件

と
条
例
の
一
部
改
正
５
件

が
議
会
に
報
告
さ
れ
、
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
う
ち
伊
保

内
財
産
区
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
立
木
の
売
払
収

入
１
２
２
０
万
円
を
財
産

管
理
資
金
に
積
み
立
て
る

も
の
で
す
。
他
の
四
つ
の

会
計
は
、
い
ず
れ
も
事
業

費
確
定
な
ど
に
よ
り
予
算

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

令 和 ５ 年 度 予 算 の 補 正
専決処分した予算 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第10号） △１億4321万円 49億8000万円

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） △2249万円 6億5909万円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） △81万円 7326万円

索道事業特別会計補正予算（第２号） △572万円 1106万円

伊保内財産区特別会計補正予算（第３号） 1220万円 1971万円

　本来は議会が議決しなければならない事件を、例外
的に村長が議会の代わりに意思決定することです。
専決処分には次の２種類があり、議会への報告が必
要です。❶の場合は、併せて議会の承認が必要となります。
　❶　時間的に議会の招集を待てない緊急の場合など
　❷　あらかじめ議決により指定（委任）している事件

7920万円で
請負契約

議決

専決処分の報告

専決処分
とは

　

次
の
条
例
３
件
は
、地

方
税
法
な
ど
の
改
正
が
令

和
６
年
３
月
30
日
に
公
布

さ
れ
、同
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、専
決

処
分
に
よ
り
所
要
の
整
備

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
九
戸
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

定
額
減
税
の
実
施
、村

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
職
権
に
よ
る
減
免
を
可

能
と
す
る
規
定
の
追
加
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
九
戸
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
の
課
税
限
度
額
を
２
万

円
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど

を
定
め
る
も
の
で
す
。今
回

の
改
正
に
よ
り
、国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

は
、２
万
円
増
の
１
０
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
過
疎
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
に
よ
る
課
税

免
除
適
用
期
間
を
、３
年

間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
所
管
し

て
い
た
水
道
行
政
を
、国

土
交
通
省
と
環
境
省
に
移

管
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
次
の
条
例

２
件
に
つ
い
て
、所
要
の
整

備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
九
戸
村
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
九
戸
村
布
設
工
事
監
督

者
の
配
置
基
準
及
び
資
格

基
準
並
び
に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

集落施設工事現場集落施設工事現場
＝７月2日＝７月2日

時間を気にしないで

部活動や課外活動ができ

助かります!!

　
　

 

地
方
税
法
等
の
改
正
で
―
―

補
正
予
算
５
件・条
例
５
件

承
認

―
例

条

水
道
法
改
正
で
―
―

くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈10〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈11〉



一
般
質
問

中
村
國
夫
議
員

問　
九
戸
小
学
校
が
来

年
４
月
、村
内
五
つ
の
小

学
校
を
統
合
し
て
開
校
さ

れ
る
。校
舎
は
、現
在
の
伊

保
内
小
学
校
が
使
用
さ
れ

る
が
、児
童
だ
け
で
な
く

保
護
者
の
数
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、学
校
行
事
な
ど

に
備
え
て
駐
車
場
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
に

設
置
さ
れ
て
い
る
相
撲
場

に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う

に
す
る
考
え
な
の
か
。

教
育
長　
九
戸
小
学
校
の

児
童
数
は
、伊
保
内
小
学

校
の
約
２
倍
と
な
り
、保

護
者
の
数
も
増
え
る
こ
と

に
な
る
が
、大
き
な
学
校

行
事
は
年
間
に
数
回
程
度

で
あ
り
、休
日
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。こ
の
こ
と
か

ら
、用
地
を
取
得
し
て
ま

で
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、近

隣
事
業
所
等
の
駐
車
場
の

借
用
、役
場
な
ど
公
共
施

設
の
駐
車
場
を
開
放
し
て

対
応
し
た
い
。

　
相
撲
場
に
つ
い
て
は
、老

朽
化
が
進
ん
で
き
て
い
る

こ
と
。今
後
の
活
用
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
、児
童

の
安
全
面
も
考
慮
し
て
、

撤
去
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問　
九
戸
小
学
校
の
開

校
に
向
け
た
取
り
組
み

問　
大
久
保
新
村
長
は
、

「
対
話
と
信
頼
・
納
得

と
共
感
」の
村
政
を
進
め

る
と
し
て
当
選
さ
れ
た
。

具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
、ど
の
よ
う
に

村
政
を
運
営
す
る
の
か
。

　

ま
た
、村
長
は「
福
祉

の
里
づ
く
り
構
想
」な
ど
、

四
つ
の
選
挙
公
約（
関
連

記
事
３
㌻
）を
掲
げ
て
い

る
。ど
こ
に
力
を
入
れ
て
、

村
政
を
進
め
る
考
え
か
。

村
長　

村
民
感
覚
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、温
か
い

村
政
運
営
に
努
め
た
い
。

そ
し
て
、総
合
発
展
計
画

を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

三
現
主
義（
▽
現
場
に
足

を
運
び
、そ
の
場
を
確
認

す
る
▽
現
場
で
手
に
取

り
、そ
の
物
を
確
認
す
る

▽
現
場
を
こ
の
目
で
見

て
、そ
の
事
実
を
知
る
）を

徹
底
し
、村
政
課
題
に
対

処
す
る
考
え
だ
。

　

具
体
的
に
は
、村
民
の

声
を
聴
く
機
会
を
積
極
的

に
設
け
、村
民
の
目
線
で
、

村
民
に
寄
り
添
っ
た
村
政

「対話と信頼・納得と共感」の村政
具体的にどう運営するのか
村長▶村民の声を聴く機会を積極的に設け
　　　村民目線で村政を推進したい

準
備
の
状
況
は

九戸中学校２年生の職場体験で（左から）
東
あ ず ま い

井柚
ゆ ず と

仁さん、河
か わ む ら

村陽
ひ ろ

和さん、小
こ え だ

枝愛
あ い と

和さん、
柳
やなぎした

下爽
そ う た

太さん＝７月１日、議場

を
運
営
し
た
い
。ま
た
、議

会
と
の
対
話
を
重
視
し
、

夢
と
希
望
の
あ
る
村
の
実

現
に
努
め
た
い
。

　

私
の
四
つ
の
公
約
は
、

直
近
の
課
題
で
あ
り
、ど

れ
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、一
挙
に
と
い

う
の
は
難
し
い
。優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
、村
民

が「
今
な
に
を
求
め
て
い

る
の
か
」と
い
う
部
分
に

視
点
を
置
い
て
、取
り
組

み
た
い
。

九
戸
小
の
駐
車
場
整
備
ど
う
す
る

は
、ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
か
。ま
た
、現
在
の
課

題
は
何
か
。

教
育
長　

開
校
に
向
け

て
は
、お
お
む
ね
予
定
ど

お
り
進
ん
で
お
り
、校
歌

は
歌
詞
が
ほ
ぼ
決
定
し
、

９
月
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。校
章
は
デ
ザ
イ
ン

の
公
募
を
終
え（
※
）、そ

の
中
か
ら
選
定
す
る
。指

定
体
操
服
は
、各
学
校
や

村
公
民
館
に
サ
ン
プ
ル
を

展
示
し
、投
票
で
決
定
す

る
。校
舎
整
備
に
つ
い
て

は
、今
議
会
に
提
出
し
て

い
る
補
正
予
算
案
に
、教

室
の
改
修
費
用
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

現
時
点
で
の
課
題
は
二

つ
あ
り
、一
つ
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
発
着
場
の
選
定
で
あ

る
。前
述
の
相
撲
場
撤
去

後
の
跡
地
も
有
力
な
選
択

肢
と
考
え
て
い
る
。も
う

一
つ
は
、放
課
後
子
ど
も

教
室
と
学
童
児
童
ク
ラ
ブ

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
だ
。ニ
ー
ズ
調
査
等
を

早
急
に
行
い
、方
向
性
を

示
し
た
い
。

九戸小学校の指定体操服は、複数のサンプルを各小学九戸小学校の指定体操服は、複数のサンプルを各小学
校と村公民館に展示し、投票によって決定される。写真校と村公民館に展示し、投票によって決定される。写真
は山根小学校＝７月９日は山根小学校＝７月９日

～村政を問う～
一般質問に3人が登壇

　令和６年第２回定例会での一般質問は６月13日に行われ、３人の議員が一般質問に登壇
し、活発な議論が展開されました。掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
※　全文記録（議事録）は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

中村　國夫 議員
○村政運営について
○統合・新設小学校の環境整備について
○人口減少対策について

13

坂本　豊彦 議員 ○村長の政治姿勢について
○人口減少対策について 14

久保えみ子 議員
○健全財政の堅持による新たな施策の展開について
○統合・新設小学校の教育環境について
○村民の暮らしを守る具体的な施策について

15

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村議会では、１人60分以内の制限時間で質問を行います。

議会を傍聴しませんか!

傍 聴 席 か ら

次の定例会は

9月2日から
の

予定です

皆さんの代表が、議会でどのような発言をしているのか。
村では、どのような施策を行おうとしているのか。
一度、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。

【お問い合わせ】   議会事務局（☎ 43-3326）まで

※　校章のデザインには、一般６点、児童生徒から33点の応募があった。
デザインの選定は、統合準備委員会で行われる。 くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈12〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈13〉



一
般
質
問

坂
本
豊
彦
議
員

一
般
質
問

久
保
え
み
子
議
員

問　
現
在
の
円
安
、イ
ン

フ
レ
に
対
処
す
る
に
は
、

金
利
の
引
き
上
げ
が
避
け

ら
れ
ず
、利
上
げ
を
可
能

と
す
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、予
想
さ
れ
る
金

利
上
昇
に
よ
る
村
債
利
払

い
の
増
加
や
社
会
課
題
、

地
域
課
題
へ
の
対
応
で
支

出
額
が
増
え
て
い
く
状
況

下
と
な
っ
た
と
し
て
も
、

村
の
借
金
を
増
や
す
こ
と

な
く
、村
民
の
暮
ら
し
を

守
る
村
政
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、村
長
は
、ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

問　
村
内
小
学
校
の
統
合

で
は
、不
安
を
抱
え
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
と

思
わ
れ
る
。統
合
に
当
た
っ

て
は
、子
ど
も
た
ち
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、安
心

し
て
楽
し
い
学
校
生
活
が

送
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、統
合

後
の
教
育
環
境
な
ど
で
、

心
配
さ
れ
る
点
は
何
か
。

教
育
長　
学
校
の
統
合
に

よ
っ
て
、不
安
や
精
神
的
な

疲
労
を
感
じ
た
り
、通
学

時
間
が
長
く
な
る
こ
と
な

ど
で
影
響
が
出
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。ま
た
、教
育
指

導
面
で
は
、一
人
一
人
に

目
が
届
き
に
く
く
な
る
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら

は
一
般
論
で
あ
り
本
村
の

場
合
は
、マ
ン
モ
ス
校
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、１
学
級

20
人
か
ら
30
人
と
、一
人

の
先
生
が
指
導
し
や
す
い

人
数
に
な
る
と
捉
え
て
お

り
、通
学
時
間
に
つ
い
て
も

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で
、

こ
れ
ま
で
と
、そ
れ
ほ
ど
変

わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、教
育
委
員
会
で

は
数
年
前
か
ら「
ナ
イ
ン

ズ
合
同
学
習
」と
称
し
て
、

将
来
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
学
年
の
児
童
が
体
育

な
ど
の
授
業
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
る
機
会
を
設
け

て
き
た
。本
年
度
は
、よ
り

統
合
を
意
識
し
た
内
容
を

盛
り
込
み
、ス
ム
ー
ズ
に
統

合
後
の
環
境
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
け
る
よ
う
な
機
会

を
提
供
し
た
い
。

　

本
村
の
小
学
校
は
、５

校
の
う
ち
、４
校
が
極
小

規
模
校
と
い
わ
れ
る
状
況

で
あ
る
。こ
う
し
た
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、不
安
な

面
は
少
な
く
、む
し
ろ
社

会
性
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
、多
様
性

が
身
に
付
く
な
ど
の
教
育

効
果
が
期
待
で
き
、教
育

指
導
面
で
も
、指
導
方
法

の
幅
が
広
が
る
と
いっ
た
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
、は
る
か
に

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
村
長
は
就
任
し
て
、

２
カ
月
を
迎
え
る
。こ
の

間
で
、ど
の
よ
う
な
所
感

を
持
っ
た
の
か
。

　

村
長
の
基
本
姿
勢
は

「
対
話
と
信
頼
・
納
得
と

共
感
」で
あ
る
が
、ど
の
よ

う
に
村
民
の
声
を
聴
き
、

村
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

の
か
。具
体
的
な
考
え
が

あ
れ
ば
示
し
て
ほ
し
い
。

村
長　
村
長
に
就
任
し
て

以
来
、村
内
外
の
会
合
等

に
で
き
る
限
り
出
席
し
て

き
た
。そ
の
こ
と
は
、活
動

内
容
や
課
題
を
知
る
機

会
、村
民
の
声
を
直
接
聴

く
場
と
な
り
、私
自
身
の

学
び
の
機
会
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、本
村
は
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
を
は
じ

め
と
す
る
課
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

村
の
あ
り
さ
ま
、地
域
の

姿
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
。激
動
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
と
い

う
認
識
を
深
め
た
２
カ
月

間
で
も
あ
っ
た
。

　

縮
小
社
会
に
向
か
っ
て

い
く
中
で
、む
ら
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、

村
民
の
声
を
丁
寧
に
聴
き

な
が
ら
、村
民
の
思
い
、願

い
が
実
現
さ
れ
る
村
政
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。そ

こ
で
、行
政
の
情
報
公
開

を
進
め
な
が
ら
、私
の
方

か
ら
地
域
に
出
か
け
、地

域
の
中
で
懇
談
会
を
開
き

た
い
。構
想
段
階
で
は
あ

る
が
、「
移
動
村
長
室
」の

よ
う
な
も
の
を
開
催
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。小
さ

な
地
域
・
人
数
を
大
事
に

し
て
、村
民
の
思
い
、願
い

を
村
政
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
。

問　
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
公
表

し
た
将
来
推
計
人
口
に
よ

れ
ば
、本
村
の
人
口
は
26

年
後
、現
在
の
半
数
未
満

（
※
）と
な
る
予
測
で
あ

る
。こ
れ
ま
で
も
少
子
化

や
子
育
て
支
援
策
等
を
講

じ
て
き
た
が
、村
長
は
こ

の
数
値
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。ま
た
、Ｉ
Ｊ

Ｕ
戦
略
室
の
あ
り
方
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
で
き
る
限
り
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
だ
け
に
、

残
念
な
推
計
値
だ
。人
口

減
少
対
策
は
、す
ぐ
さ
ま

結
果
に
つ
な
が
る
も
の
で
は

な
く
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
対

策
を
引
き
続
き
講
じ
て
い

き
た
い
。ま
た
、人
口
減
少

が
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か

を
注
視
し
、歯
止
め
の
対

策
を
検
討
し
た
い
。

　

村
政
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。課
題
解
決
と
政
策

実
行
に
取
り
組
む
組
織
の

再
構
築
が
急
務
だ
。Ｉ
Ｊ

Ｕ
戦
略
室
に
関
し
て
は
、

全
体
の
組
織
機
構
改
革
の

中
で
検
討
を
進
め
る
。

問　
岩
手
県
市
町
村
民
経

済
計
算
年
報
に
よ
れ
は
、

本
村
の
人
口
一
人
当
た
り

の
所
得
は
下
位
に
位
置
し

て
い
る
。村
民
所
得
に
結

び
付
く
施
策
の
展
開
が
期

待
さ
れ
る
が
、村
長
は
人

口
減
少
に
向
か
う
中
で
の

地
域
づ
く
り
を
、ど
の
よ

う
に
進
め
る
考
え
か
。

ど
う
捉
え
る
推
計
人
口
の
半
減

村
長　
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、村
固
有
の
自
然
、

文
化
等
を
生
か
し
た
交
流

人
口
の
拡
大
。地
域
経
済

を
循
環
さ
せ
る
地
産
地
消

に
、ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え

る
。こ
う
し
た
こ
と
を
村

の
玄
関
口
で
あ
り
、物
産

販
売
拠
点
で
も
あ
る
オ
ド

デ
館
を
活
用
し
な
が
ら
村

民
と
の
協
働
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、地
域
活
性

化
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
、む
ら
づ

く
り
の
仕
組
み
が
望
ま
れ

る
の
か
、地
域
か
ら
の
提

案
等
を
い
た
だ
き
、議
会

の
皆
さ
ん
と
も
相
談
し
な

が
ら
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

村内外から多くの人たちが訪れて村内外から多くの人たちが訪れて
にぎわうオドデ館にぎわうオドデ館

健全財政を堅持しながら
暮らしを守る施策をどう進めるか
村長▶事務事業の検証で効率を高めながら
　　　財政的に有利な制度を選択する

村民の声をどのように把握して
村政に反映させていくのか
村長▶移動村長室のようなものを開き
　　　小さな地域・人数も大事にしたい

小
学
校
統
合
で
心
配
さ
れ
る
点
は

地
域
づ
く
り

ど
の
よ
う
に

大
久
保
村
長（
右
）と
意
見
交

大
久
保
村
長（
右
）と
意
見
交

換
を
行
う
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

換
を
行
う
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

の
研
修
生
ら
＝
６
月

の
研
修
生
ら
＝
６
月
2020
日日

村
長　
本
村
の
主
な
財
政

指
標
は
、概
ね
健
全
な
数

値
を
示
し
て
い
る
。し
か

し
な
が
ら
、オ
ド
デ
館
増

改
修
工
事
や
二
戸
消
防
署

九
戸
分
署
の
新
築
移
転
工

事
、令
和
４
年
８
月
豪
雨

災
害
復
旧
事
業
の
実
施
で

村
債
発
行
額
が
増
え
、そ

の
償
還
が
始
ま
る
今
後
の

実
質
公
債
費
比
率（
※
）

は
、上
昇
す
る
見
込
み
で
あ

る（
令
和
４
年
度
の
同
比

率
は
７・６
％
）。ま
た
、日

本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
の
解
除
を
受
け
て
、

地
方
債
借
入
先
の
金
利
も

上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
て
、安
定
的
な
財
政
運

営
を
図
り
な
が
ら
事
務
事

業
の
必
要
性
・
効
果
な
ど

を
検
証
し
、事
業
効
率
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。ま
た
、村
債
を

起
こ
す
場
合
に
は
、償
還

に
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
有
利
な
も
の
を
選
択
す

る
こ
と
で
負
担
を
抑
え
な

が
ら
、限
ら
れ
た
財
源
・

人
員
の
中
で
、課
題
を
解

決
し
て
い
き
た
い
。

伊保内小学校を会場に行われた２年伊保内小学校を会場に行われた２年
生の「ナインズ合同学習」＝7月４日生の「ナインズ合同学習」＝7月４日

［上］伊保内小学校の校舎を見学［上］伊保内小学校の校舎を見学
［下］ゲームで交流を深める児童［下］ゲームで交流を深める児童

億円
50

40

30

20

10

令和元 令 2 令 3 令 4 令 5年度

45
億
１
０
４
３
万
円

44
億
３
３
１
０
万
円

48
億
４
５
４
１
万
円

51
億
２
１
９
６
万
円

52
億
１
１
７
７
万
円

一般会計村債残高の推移

※　本村の令和32年の推計人口は2550人。令和２年の5378人から30年
間で、52.6％減少となる見込みが示された。（令和５年12月22日公表）

※　借入金返済額とこれに準じる額の程度を指標化したもの。数値が大きい
ほど資金繰りが厳しく、18％以上の場合、起債に総務省の許可を要する。 くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈14〉くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行〈15〉



小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。

保健委員長
がんばってます

　私
が
思
う
九
戸
村
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
地
域
の
人
や
学
校
の
友
達
な
ど

色
々
な
人
た
ち
、
皆
が
仲
良
し
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
困
っ
た
人
が
い
た

ら
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。
学
校
生
活

で
は
、
解
け
な
い
問
題
を
教
え
合
っ

た
り
、
遊
び
に
誘
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
を
見
ま
す
。

　九
戸
村
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
と
て
も
い
い
村
で
も
あ
り
ま

す
。
総
面
積
の
約
70
％
が
豊
か
な
自

然
で
す
。
森
林
が
多
い
と
、
き
れ
い

な
空
気
を
い
つ
ま
で
も
吸
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ホ
タ
ル
も
た

く
さ
ん
生
息
し
て
い
て
、
夏
の
夜
に

は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　私
は
、未
来
の
九
戸
村
で
は
、た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
九
戸
村
の
特

産
物
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、食
べ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、各
地
か
ら

観
光
に
来
る
人
た
ち
が
増
え

て
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆

仲
良
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
然
豊
か
な
九
戸
村

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
が
増
え
て
も
、
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
助
け
ら
れ
る
九
戸
村
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
仲
良
し
で
自
然
に

囲
ま
れ
た
九
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

お
お
く
ぼ
　
せ
　
な

長
興
寺
小
学
校 

６
年 

大
久
保 

星
那
さ
ん

長坂郁哉さん（左）・大久保さん・荒田珠爽さん（右）
ながさか ふみや あ ら た  み ん と

発
行
／
九
戸
村
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

令
和
６
年
７
月
30
日
発
行

vol.234

〒
０
２
８
ー
６
５
０
２ 

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
10
ー
11
ー
６

電
話
：
０
１
９
５（
４
３
）３
３
２
６  　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
９
５（
４
１
）１
０
０
５

E-m
ail

：gikai@
vill.kunohe.iw

ate.jp

　表紙の写真は、黒山の昔穴遺跡で
カタクリの種を植栽する江刺家小学
校の児童です。学校統合で今年が最
後となりましたが、これまでの活動が
花開き、同遺跡の国史跡指定というご
褒美が届きました。（関連記事５㌻）

●
今
回
の
定
例
会
は
、
村
長
選
挙
と
村
議
会
議

員
補
欠
選
挙
後
に
お
い
て
、
初
め
て
の
議

会
で
し
た
。
村
長
の
所
信
表
明
演
述
や
教

育
長
の
行
政
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
３
議

案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
で
は
、
新
村
長
の
村
政
運
営
や
政

治
姿
勢
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
質
疑

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
村
内
の
各
小
学
校
で
は
、
統
合
前
最
後
の
運

動
会
が
行
わ
れ
、
記
念
と
な
る
発
表
や
競

技
で
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
来

年
も
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
盛
り
上
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
　
渡
　
　
保
男

◆
発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
桂
川
　
俊
明

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
坂
本
　
豊
彦

　
副
委
員
長　
保
大
木
信
子

　
委
　
員　
渡
　
　
保
男

　
　
　
　
　
岩
渕
　
智
幸

　
　
　
　
　
髙
﨑
　
覺
志

あ
と
が
き

表紙の写真紹介

く
の
へ
議
会
だ
よ
り

長興寺小学校

最後の1年を支える

6年生3人組です！！

くのへ議会だより　第234号・令和6年7月30日発行 〈16〉


